
帝
国
の
な
か
の
　
　
　
二

一
漁
業

ユ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

と
植
民
i

口矛

田

光

弘
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は
　
じ
　
め
　
に

　
一
四
九
七
年
、
」
・
カ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
一
五
八
三
年
、
H
・

ギ
ル
バ
ー
ト
に
よ
っ
て
英
領
の
宜
言
が
な
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
植
民

地
」
、
そ
れ
が
「
新
し
く
発
見
さ
れ
た
島
」
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
今
日
で
も
な
お
、
鱈
の
漁
場
と
し
て
名
高
い
こ
の
島
は
、
楽
時
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
の
み
利
用
さ
れ
、
冬
に
は
漁
業
関
係
者
が
引
き
上
げ
る
と
い

う
、
季
節
性
の
漁
業
基
地
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
領
有
権

争
い
の
な
か
で
、
正
式
に
英
領
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
一
七
一
三
年
の
ユ
ト

レ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
も
、
他
の
北
米
植
民
地
と
異

な
り
、
定
住
植
民
地
と
し
て
の
発
展
は
、
必
ず
し
も
順
調
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
厳
し
い
自
然
環
境
の
ゆ
え
で
も
あ
る
が
、
そ
の
漁
業
基

地
と
し
て
の
性
格
つ
げ
と
、
定
住
植
民
地
と
し
て
の
性
格
づ
け
が
、
互
い
に

相
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ

ギ
リ
ス
第
一
帝
国
の
な
か
で
は
、
き
わ
め
て
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
重
の
性
格
づ
け
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
内
で
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド

ラ
ン
ド
の
ユ
ニ
ー
ク
な
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
時
期
的
に
は
、
他
の
北

米
植
民
地
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
独

立
革
命
前
夜
ま
で
を
対
象
と
す
る
。

　
彼
の
地
、
と
り
わ
け
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

H
・
イ
ニ
ス
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
レ
ン
シ
ア
ン
学
派
に
よ
っ
て
、
毛
皮
と

並
ぶ
ス
テ
イ
プ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
た
ニ
ェ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
鱈
漁
業

　
　
　
　
　
①

で
は
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、
定
住
植
民
地
と
し
て
の
視
点
か
ら
す
る
研
究
も

多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
翻
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
研
究
史
は
、
管
見
の
限
り
、

　
　
　
　
②

皆
無
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
彼
の
地
の
最
新
の
研
究
成
果
を
援
用
す
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る
と
と
も
に
、
独
自
の
数
彙
的
解
析
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
史
料
と
し
て
、
．

『
一
八
世
紀
庶
民
院
議
一
一
』
菰
収
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
関
係
の
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

告
書
（
一
七
一
八
、
六
五
、
六
六
年
な
ど
）
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、
通
商
拓

植
院
に
よ
っ
て
各
種
関
連
資
料
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
統
計
デ
ー
タ

も
三
田
に
含
ん
．
だ
第
一
級
の
刊
行
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
、
第

一
章
で
漁
業
基
地
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
つ
づ
く

第
二
章
で
定
住
植
民
地
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
見

て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

①
ロ
ー
レ
ン
シ
ア
ン
学
派
に
つ
い
て
は
、
大
原
二
子
「
カ
ナ
ダ
史
像
の
変
遷
扁
（
大

　
原
祐
子
・
馬
場
伸
也
編
『
概
説
カ
ナ
ダ
史
』
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。
初

　
期
の
ス
テ
イ
プ
ル
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
R
・
ボ
ム
レ
ッ
ト
著
、
加
勢
田
博

　
・
影
野
、
『
ガ
ナ
ダ
経
済
史
』
（
昭
和
堂
、
一
九
九
一
年
）
、
　
一
一
一
二
〇
頁
を
参

　
照
。

②
概
説
で
は
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
原
裕
子
「
英
領

　
北
ア
メ
リ
カ
晴
代
」
（
大
原
・
馬
場
編
、
前
掲
書
）
な
ど
。

③
じ
9
・
ヨ
9
井
ω
・
㌧
巴
ζ
ぎ
器
馬
＆
G
§
§
§
窮
即
毯
§
隔
亀
、
㌧
§
馬
凌
。
、
ミ
馬

　
肉
粛
ミ
剛
猛
佃
ミ
G
ミ
卦
亀
り
・
”
¢
o
昏
℃
O
”
0
8
蒔
価
霞
き
冬
ミ
な
蝕
§
ミ
翁
蕊
回
起
嚇
1
＆

　
（
閑
。
℃
鼠
簿
・
タ
薮
唇
貯
σ
q
峠
。
＝
噂
U
o
冨
メ
く
霞
ρ
一
㊤
誤
Y
報
告
嶺
八
つ
と
、
短
い
ペ
ー

　
パ
i
二
つ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
題
擦
、
提
嵐
年
月
研
、
通
し
頁
は
以
下

　
の
通
ウ
。
、
．
O
O
℃
唄
O
｛
9
菊
Φ
℃
話
ω
①
ヨ
ρ
¢
O
づ
O
｛
夢
①
ピ
O
a
ω
O
O
ヨ
旨
冨
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O
器
話

　
8
噌
目
茜
島
。
帥
謬
ユ
℃
冨
p
＄
訟
O
コ
m
8
口
冴
窯
＆
o
ω
5
」
『
Φ
冨
け
一
p
σ
q
↓
o
け
7
①
累
①
≠
、
－

　
｛
o
信
嵩
α
冨
コ
α
↓
話
α
Φ
響
託
男
一
ω
プ
興
ざ
、
．
（
お
＼
お
＼
ミ
H
O
。
）
、
℃
℃
噛
一
－
卜
σ
鼻
隔
、
、
閻
メ
仲
話
9

　
蹄
。
旨
伊
閃
㊦
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話
器
コ
蜜
広
。
ゴ
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鴎
け
プ
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貧
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O
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翔
l
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込
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舜
9
マ
。
ヨ
㊤

涛
。
鷲
。
器
馨
簿
二
〇
づ
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蔓
”
、
、
（
Q
。
＼
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＼
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①
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℃
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Q
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ω
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、
．
O
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目
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①
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弾
益
司
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二
、
、
．
、
（
ω
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霜
。
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℃
℃
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一
象
…

．
、
O
o
勺
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｛
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箕
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雪
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”
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＼
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、
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憶
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Φ
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旨
窪
①

O
o
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窪
o
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♂
o
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け
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ω
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客
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藍
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信
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霧
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ω
7
9
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噴
℃
⑦
錠
，
8

二
6
ヨ
．
8
¢
さ
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9
あ
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叫
餌
p
匹
♂
く
ケ
。
’
く
。
奉
凶
旨
℃
9
〈
o
『
o
鳥
8
器
℃
o
詳
窪
0
7
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勺
δ
8
貧
ヨ
σ
q
。
励
b
博
。
ヨ
8
μ
ヨ
。
δ
0
8
四
ヨ
ρ
8
夢
。
瓢
。
塁
①
v
”
、
（
も
Q
＼
8
＼
峯
㊤
G
。
）
・

勺
や
ご
一
ム
蕊
嚇
．
．
ω
①
8
＆
沁
9
0
拝
三
．
．
（
ミ
㌶
＼
嵩
り
も
。
Y
℃
唱
・
ミ
ω
I
b
。
も
．
o
。
嚇
、
、
↓
置
a

”
①
℃
o
詳
：
二
．
．
（
O
＼
霜
＼
ミ
リ
ω
）
殉
℃
℃
』
も
。
？
ミ
9
．
、
＞
Q
Q
欝
8
0
h
夢
㊦
瓢
①
∫
、
8
巳
益
8

二
重
ユ
距
ω
プ
⑦
曙
ヨ
睦
プ
。
♂
誤
。
ξ
ぎ
σ
q
曜
。
黒
蓋
3
ド
の
二
防
門
。
ヨ
け
7
0
％
o
ε
簑
m

o隔．

E
。
＞
昏
三
養
冨
〆
く
ぎ
8
ヨ
ヨ
㊤
盆
巴
g
け
ぎ
け
o
D
冨
賦
o
p
”
、
、
（
ミ
G
。
＼
ミ
リ
ト
。
）
、

℃
．
b
。
。
。
ご
．
、
〉
鵠
＞
o
o
o
§
仲
o
h
夢
。
ω
ぼ
娼
署
長
雪
月
↓
茜
紆
o
h
瓢
①
≦
8
q
＆
－

冨
器
層
嵩
。
。
刈
－
嵩
ψ
ど
、
．
（
ミ
超
ミ
8
y
．
噂
や
島
O
』
悼
ρ
以
下
、
「
史
料
」
と
い
う
場

含
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
ら
を
指
し
、
ミ
恥
℃
（
提
出
年
）
、
通
し
頁
、
で
表
示
す
る
。

漁
業
・
貿
易
の
展
開

　
漁
業
基
地
と
し
て
の
二
訊
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ボ
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
現

す
の
か
。
本
章
で
は
、
漁
業
の
実
態
、
本
国
商
人
と
の
関
係
、
大
西
洋
貿
易
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網
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
、
他
の
北
米
植
畏
地
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
細
に
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ソ
ボ
漁
業
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
イ
ギ
リ
ス
人
漁
師
を
中
心
と
し
て
、
当
時
広
く

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
は
、
「
ド
ラ
イ
漁
業
伽
曙
瀞
げ
①
蔓
」
と
呼
ば
れ
る
操

業
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
干
鱈
を
つ
く
る
た
め
の
沿
岸
漁
業
で

あ
り
、
氷
に
閉
ざ
さ
れ
な
い
四
・
五
月
か
ら
、
一
〇
月
頃
ま
で
の
あ
い
だ
を

　
　
　
　
　
　
①

漁
期
と
し
て
い
た
。
ボ
ー
ト
で
一
週
間
以
内
の
漁
に
出
て
、
や
や
小
振
り
の

鱈
を
浜
辺
に
持
ち
帰
り
、
「
ス
テ
…
ジ
ω
富
σ
q
。
」
と
呼
ば
れ
る
建
物
の
な
か
で

処
理
を
し
て
、
塩
漬
け
に
す
る
。
ス
テ
ー
ジ
は
、
杭
の
上
に
建
て
ら
れ
て
お

り
、
一
部
が
海
上
に
突
き
出
し
て
い
る
。
魚
に
塩
分
が
あ
る
程
度
浸
透
す
る

と
、
余
分
な
塩
を
洗
い
落
と
し
て
、
今
度
は
「
フ
レ
ー
ク
艶
㊤
閃
①
」
に
移
さ

れ
、
そ
こ
で
天
日
に
干
さ
れ
る
。
フ
レ
ー
ク
と
は
、
小
枝
な
ど
で
編
ま
れ
た

一
種
の
棚
で
、
浜
に
輸
卒
さ
れ
た
。
フ
レ
ー
ク
と
ス
テ
ー
ジ
の
ス
ペ
ー
ス
を

合
わ
せ
て
、
「
ル
ー
ム
H
o
o
巳
」
と
呼
ぶ
。
さ
て
、
数
週
間
た
つ
と
、
魚
は

い
っ
た
ん
積
み
重
ね
ら
れ
、
木
の
皮
を
被
せ
ら
れ
て
「
汗
を
か
く
」
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

後
、
再
び
フ
レ
ー
ク
で
干
さ
れ
、
干
鱈
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法

は
塩
や
輸
送
ス
ペ
…
ス
の
節
約
な
ど
の
点
で
、
技
術
的
に
も
優
れ
た
も
の
で

③
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
い
ま
ひ
と
つ
の
操
業
方
法
と
し
て
、
「
ウ
ェ
ッ
ト
漁
業
毛
①
け

決
げ
。
蔓
し
も
し
く
は
「
グ
リ
ー
ン
漁
業
σ
q
お
窪
蔚
げ
①
曙
」
、
「
バ
ン
ク
漁
業

び
雲
犀
蔚
プ
。
受
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら

フ
ラ
ン
ス
人
漁
師
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
バ
ン
ク
を
中
心
と
す
る
漁
法
で
、

取
っ
た
鱈
を
船
の
な
か
で
さ
ば
い
て
直
ち
に
大
量
の
塩
に
漬
け
込
む
と
い
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

や
や
荒
っ
ぽ
い
方
法
な
が
ら
、
一
年
中
操
業
可
能
な
点
が
特
色
で
あ
っ
た
。

一
八
倣
紀
に
入
る
と
、
英
仏
と
も
互
い
に
相
手
の
操
業
方
法
を
取
り
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

よ
う
に
な
る
が
、
基
本
的
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
確
認
で
き
る
。
む
ろ
ん
本
稿

で
、
以
下
の
論
の
中
心
と
な
る
の
は
、
ド
ラ
イ
漁
業
の
ほ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
れ
で
は
、
こ
の
ド
ラ
イ
漁
業
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
種
類
の
船
、

人
々
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
。
そ
も
そ
も
操
業
方
法
の
説
明
か

ら
も
了
郷
さ
れ
る
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
漁
業
に
関
し
て
は
、

非
常
に
蒋
殊
な
用
語
（
方
雷
）
が
多
用
さ
れ
て
お
り
一
研
究
書
も
し
ば
し

ば
用
語
解
説
を
付
し
て
い
る
一
…
、
断
定
が
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
ま

ず
は
三
つ
の
タ
イ
プ
の
船
が
指
摘
で
き
る
。
ω
大
型
漁
船
⇔
ω
び
ぢ
α
q
。
。
巨
や

ゆ
。
。
三
講
α
q
＜
Φ
ω
器
ど
②
運
搬
船
器
。
。
。
膨
㍗
鴇
鼻
。
。
巴
や
㈹
ボ
ー
ト
（
二
五

　
　
　
　
　
　
　
⑥

ト
ン
以
下
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
実
際
に
大
西
洋
を
渡
る
の
は
大
型
漁
船

と
運
搬
船
で
、
ボ
ー
ト
は
大
型
漁
船
に
積
み
込
ま
れ
る
か
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン

ド
ラ
ン
ド
の
ル
ー
ム
に
置
か
れ
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
ま
た
実
際
に
漁
を
お

こ
な
う
の
は
大
型
漁
船
と
ボ
ー
ト
で
、
運
搬
船
は
魚
を
と
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら

干
鱈
を
買
い
付
け
て
持
ち
帰
る
の
み
で
あ
．
る
。
漁
業
の
主
力
は
ボ
ー
ト
で
、
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こ
れ
も
三
種
類
に
大
別
で
き
る
。
ω
大
型
漁
船
漉
属
の
ボ
ー
ト
、
②
バ
イ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

…
ト
ξ
⑦
－
び
。
暮
㈲
定
住
民
の
ボ
ー
ト
、
で
あ
る
。
バ
イ
ボ
ー
ト
と
は
、

ニ
ュ
…
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
独
特
の
用
語
で
、
こ
れ
に
乗
り
組
む
者
を
バ
イ
ボ

ー
ト
マ
ン
び
団
①
げ
O
簿
営
寒
と
呼
ぶ
。
バ
イ
ボ
ー
ト
マ
ン
は
、
親
方
げ
O
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ヨ
器
冨
同
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
ω
Φ
艶
ρ
導
か
ら
な
る
。
彼
ら
は
、
春
、
大
型
漁

船
に
乗
っ
て
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ボ
ラ
ン
ド
へ
や
っ
て
来
て
、
独
自
に
操
業
を
お

こ
な
い
、
秋
に
は
本
国
へ
帰
る
。
つ
ま
り
、
親
方
と
い
え
ど
も
、
大
型
漁
船

　
　
　
　
　
⑨

の
所
有
者
で
は
な
い
。
ま
た
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
、
年
季
を
一
年
と
推
定
し
て

　
　
　
　
　
　
⑩

い
る
研
究
も
あ
る
が
、
長
い
場
合
、
夏
二
期
・
冬
一
期
、
さ
ら
に
は
夏
三
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

・
冬
二
期
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
一
方
で
、
門
週
サ
…
ヴ
ァ

ン
ト
≦
①
o
巨
団
。
。
興
く
餌
馨
し
も
あ
り
、
こ
れ
は
一
種
の
救
貧
対
策
と
し
て
ニ

ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
で
一
シ
ー
ズ
ン
だ
け
「
週
を
基
準
に
」
働
き
、
年
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

明
け
に
は
自
分
の
教
区
に
帰
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
彼
ら
バ
イ

ボ
ー
ト
マ
ン
の
漁
獲
量
は
、
大
型
漁
船
と
比
し
て
も
決
し
て
引
け
を
取
ら
ず

（
図
1
）
、
大
型
漁
船
が
、
彼
ら
か
ら
魚
を
劉
い
付
け
る
こ
と
も
し
ぼ
し
ば
で

あ
っ
た
。
こ
れ
の
特
化
し
た
形
態
が
、
運
搬
船
な
の
で
あ
る
。
定
住
畏
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
バ
イ
ボ
ー
ト
マ
ン
と
並
ん
で
頻
繁
に
史
料
に
登
場
す
る
奇
妙

な
概
念
と
し
て
、
「
乗
客
℃
霧
ω
Φ
⇒
σ
q
①
赴
が
あ
る
。
史
料
の
説
囲
に
は
「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

型
漁
船
に
乗
り
組
ん
で
い
る
者
で
、
乗
務
員
以
外
の
岩
す
べ
て
し
と
か
「
毎

図1　ニューファンドランド漁業における漁獲高（5年醐移動平均）

（キン
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25万

20万

15万

10万

5万

102 （le2）



帝国のなかのニューファンドランド（和田）

年
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
へ
や
っ
て
来
る
人
々
で
、
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ー
ト
で
操
業
す
る
親
方
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
。
四
分
の
三
は
水
夫
で
あ
る
」
な

ど
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
な
り
の
部
分
が
バ
イ
ボ
；
ト
マ
ソ
と

重
複
す
る
と
推
測
で
き
る
が
、
史
料
の
統
計
に
両
者
別
々
に
現
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
⑮

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
お
そ
ら
く
バ
イ
ボ
ー
ト
マ
ソ
以
外
の
漁
業
労
働
者
も
含

ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
奉
公
人
契
約
外
の
労
働
力
な
の

か
、
バ
イ
ボ
ー
ト
の
親
方
に
雇
わ
れ
た
り
、
定
住
民
に
雇
わ
れ
た
り
し
て
い

⑯
る
。　

と
ま
れ
、
「
乗
客
」
の
運
賃
は
、
大
型
漁
船
に
と
っ
て
は
重
要
な
収
入
源

　
　
　
　
⑰

で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
大
型
漁
船
は
、
船
長
な
ど
乗
務
員
と
、
バ
イ
ボ
ー
ト

マ
ン
を
含
む
「
乗
客
」
、
そ
し
て
ボ
ー
ト
を
運
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
「
一
六
七
七
年
ま
で
続
い
た
慣
習
で
、
乗
客
乗
員
五
〇
名
、
　
ボ
ー
ト

　
　
⑱

一
〇
隻
」
な
ど
と
い
う
例
も
あ
る
が
、
積
み
込
ん
だ
ボ
ー
ト
の
平
均
は
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

・
二
隻
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
型
漁
船
は
、
船
団
を
組
ん
で

大
西
洋
を
渡
り
、
そ
の
出
発
三
期
は
三
月
末
頃
ま
で
で
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド

ラ
ン
ド
に
到
着
す
る
の
は
早
け
れ
ば
三
週
間
、
平
均
で
約
五
週
間
か
か
り
、

主
な
航
路
は
三
種
類
で
、
ω
北
方
航
路
、
②
西
航
路
、
㈹
西
南
西
航
路
が
あ

　
⑳

つ
た
。
ω
は
も
っ
ぱ
ら
一
六
世
紀
に
利
用
さ
れ
、
②
は
最
短
で
は
あ
る
が
リ

ス
ク
が
大
き
く
、
　
　
七
・
一
八
世
紀
に
は
紛
が
主
に
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
独
特
の
慣
習
で
、
「
最
初
に
入
港
し
た
漁
船
の
船

長
は
、
そ
の
港
の
漁
船
隊
長
a
資
冒
鉱
と
な
る
」
。
漁
船
隊
長
は
、
操
業
場

所
な
ど
で
、
そ
の
年
に
限
り
、
有
利
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

　
⑳

あ
る
。

　
さ
て
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

漁
業
は
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
大
規
模
な
事
業
で
も
あ
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー

な
し
に
は
、
お
よ
そ
実
現
不
可
能
な
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
と
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
へ

向
か
っ
た
漁
船
の
出
帆
港
の
統
計
（
表
1
）
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
大
部
分

が
、
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
…
、
ド
ー
セ
ッ
ト
シ
ャ
ー
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
；
と
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
南
西
部
地
方
芝
①
繋
O
o
§
鼻
翼
」
の
港
町
で
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
、
こ
の
地
方
の
商
人
こ
そ
が
、
漁
業
に
資
金
を
提
供
し
、

表1　ニューファンドランド行き船舶の

　　総トン数（1769－74年置平均）

出　帆港総トン数1％

25．5

20．3

1．8

31．6

2．3

2．9

10．8

3．6

L3

4，295

3，411

　301

5，314

　383

　486

1，827

　601

　223

〈デヴsンシャー〉

　ダートマス

　エクセター

　ビディフオード

〈ヂーセットシャー〉

　プーnノレ

　ウェーマス
〈ハンプシヤ・一一〉

　サウサンプトン

　ロンドン

　リヴアフP一ノレ

　その他

計 16，84王 loe．1

（HCSP（1793），　p．227より計算作成）
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関
連
の
貿
易
を
牛
耳
る
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
大
型
漁
船

に
対
す
る
出
資
は
む
ろ
ん
の
こ
と
　
　
そ
れ
ゆ
え
史
料
で
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
ー
銭
く
Φ
暮
母
震
と
も
呼
ば
れ
る
…
一
、
バ
イ
ボ
ー
ト
マ
ン
の
親
方
に
対

し
て
も
操
業
資
金
を
融
資
し
、
そ
の
収
穫
を
独
占
的
に
、
し
か
も
安
く
買
い

上
げ
て
い
た
。
ま
た
融
資
に
対
す
る
利
子
を
も
要
求
し
、
親
方
は
、
一
七
世

紀
末
で
一
シ
ー
ズ
ン
約
二
六
ポ
ン
ド
の
収
入
を
得
て
い
た
と
は
い
え
、
最
終

的
な
帳
尻
は
赤
字
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
商
人
に
対
し
て
隷
属
的
な
位
置
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
南
西
部
商
人
は
、
関
連
の
貿
易
に
つ
い
て
も
、
絶
大
な
影
響
力
を
揮

っ
て
い
た
。
ま
ず
、
漁
業
操
業
上
不
可
欠
な
塩
に
つ
い
て
は
、
本
国
で
は
十

分
に
産
せ
ず
、
高
価
で
も
あ
る
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
か
ら
の
輸
入
に
努
め
、

出
航
す
る
大
型
漁
船
に
対
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
提
供
し
て
い
た
。
そ
れ
で

も
な
お
不
足
す
る
場
合
は
、
漁
船
自
ら
が
南
欧
や
フ
ラ
ン
ス
に
寄
港
し
て
塩

を
仕
入
れ
、
し
か
る
後
に
ニ
ュ
t
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
へ
向
か
う
こ
と
も
あ
っ

⑳た
。
ま
た
、
収
獲
物
の
販
売
市
場
に
つ
い
て
も
商
人
の
支
配
は
及
ん
で
お
り
、

こ
れ
は
表
2
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
漁
を
終
え
帰
還
す
る
漁
船
は
、
必
ず
し

も
直
接
、
本
圏
の
港
へ
入
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
半
数
以
上
が
南
欧

（
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
）
を
経
由
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
南

欧
諸
国
こ
そ
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
産
干
鱈
や
鱈
肝
油
（
燈
油
と
し
て

用
い
る
）
最
大
の
顧
客
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
地
で
荷
を
捌
い
た

袈2　ニューファンドランドからの
　　　帰路のパタン（鮪）

、騰，臨・ 1778年
（N＝：98）

37．5 24．8 35．7直接イ判スへ137・5i　24・8｝35・7

南欧＊を経由
so．o　1　62．o　1　64．3

そ’の他を経由
，2．s　1 ，3．2　1

計
ioe，o　1　ioe．o　1　iee．o

＊：スペイン，ポル5ガル，イタリア
（Davies，　op．　cit．　p．　278；　Stee1e，　oP．　cit，，　p，　84

より計算作成）

委
託
を
お
こ
な
う
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
南
欧
市
場
は
、

上
、
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
商
人
に
対
し
て
好
意
的
と
は
い
え
な
か
っ
た
が

フ
ラ
ン
ス
と
競
合
す
る
こ
と
な
く
荷
を
捌
け
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
も
、
非

常
に
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
漁
業
・
貿
易
構
造
を
図
解
し
た
の
が
、
図
2
で
あ
る
。
三
点
を

核
に
、
漁
業
と
貿
易
が
一
体
と
な
っ
た
構
造
、
典
型
的
な
三
角
貿
易
で
あ
る
。

具
体
的
な
船
の
動
き
が
今
後
さ
ら
に
詳
し
く
研
究
さ
れ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

「
シ
ャ
ト
ル
肋
頁
日
限
し
の
比
重
が
｛
尚
ま
る
可
他
肥
性
が
あ
る
、
と
の
指
一
個
も
な
さ

れ
て
い
る
嘱
少
な
く
と
姦
易
網
と
し
て
の
構
造
は
・
券
に
確
認
で
き

船
は
、
南
欧
産
の
ワ
イ
ン
や

果
物
（
オ
レ
ン
ジ
、
レ
モ
ン
、

レ
ー
ズ
ン
）
、
　
オ
リ
…
ヴ
ォ

イ
ル
な
ど
を
積
込
み
、
本
岡

へ
と
向
か
う
。
た
だ
し
そ
の

総
額
は
、
通
常
、
干
鱈
等
の

売
却
代
金
よ
り
も
小
さ
く
、

商
人
は
、
確
実
に
利
潤
を
得

ら
れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、
南
欧
各
港
に
現

地
代
理
人
を
お
き
、
取
引
の

　
　
　
　
嶺
時
の
国
際
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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図2　ニューファンドランド漁業・貿易の構造

ン

ーヴォイル
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（註）①　隼肉，豚肉，小麦粉，パンなど
　　　②　平和時には，フランスのサン・マルチィソ島などに寄るケースも多い

　　　（Steele，　oP．　cit．，　p．　81；　McCuslcer　＆T　iMenard，　oP．　cit，，　pp．　113，　114；

　　　Davies，　op．　cit．，　pp．236－238，272－276，345，346よりf乍成）

る
。
そ
し
て
こ
の
貿
易
網
こ
そ
、
妾
時
の
イ
ギ
リ
ス
南
西
鶴
地
方
の
経
済
を

支
え
た
大
動
脈
で
あ
っ
た
。
漁
業
基
地
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ソ
ギ
ラ
ソ
ド

は
、
重
商
主
義
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
帝
国
の
一
部
と
し
て

機
能
し
、
本
国
経
済
の
一
端
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
漁
業
に
も
、
ひ
と
つ
の
重
大
な

醗
路
が
あ
っ
た
。
史
料
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
食
料
問
題
で
あ
る
。
い
わ

く
、
「
パ
イ
ボ
ー
ト
漁
業
は
…
…
サ
ー
ヴ
ァ
ソ
ト
な
し
で
は
お
こ
な
い
得
な

い
。
し
か
し
こ
の
国
（
イ
ギ
リ
ス
）
か
ら
人
々
を
彼
の
地
（
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン

ド
ラ
ン
ド
）
へ
向
か
う
よ
う
奨
励
す
る
の
は
、
無
駄
で
あ
る
。
…
…
彼
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

へ
到
着
後
、
飢
え
る
危
険
が
大
い
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
。
と
り
わ
け
、
　

八
世
紀
に
入
っ
て
、
定
住
民
が
あ
る
程
度
の
数
に
達
す
る
と
、
こ
れ
に
対
す

る
食
料
確
保
の
問
題
も
生
じ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
南
西
部
商
人
に
よ
る
食

料
・
製
贔
の
供
給
は
、
当
初
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
の
み
で
は

必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
ず
、
特
に
輸
送
距
離
・
コ
ス
ト
の
点
で
決
定
的
に

不
利
な
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
登
場
し
て
く
る
の
が
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
商
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
地
の
利
を
生
か
し
、
そ
の
「
積
極
的
商
業
主
義
」

で
ニ
ュ
；
フ
皿
・
ン
ド
ラ
ン
ド
貿
易
に
参
入
、
　
一
八
世
紀
に
は
、
南
西
部
商

人
に
対
抗
し
て
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
へ
の
食
料
供
給
を
ほ
と
ん
ど
独

占
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
食
料
品
以
外
で
も
、
寒
冷
な
気
候
ゆ
え
に
ほ
と

ん
ど
必
需
品
と
な
っ
た
ラ
ム
酒
な
ど
の
嗜
好
品
も
、
重
要
な
取
扱
商
晶
で
あ
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⑳つた

。
ラ
ム
酒
の
重
要
性
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
が
、
西
イ
ン
ド
諸

島
、
と
り
わ
け
バ
ル
バ
ド
ス
と
直
接
貿
易
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

バ
ル
バ
ド
ス
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
推
察
さ
れ
よ
う
。
と
ま
れ
、
図

2
に
あ
る
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
結
び
つ
き
は
、
ニ
ェ
ー
フ

ァ
ソ
ド
ラ
ソ
ド
に
と
っ
て
、
三
角
貿
易
と
並
ぶ
い
ま
ひ
と
つ
の
、
帝
国
内
に

お
け
る
重
要
な
関
係
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
は
、
食
料
品

・
嗜
好
品
を
輸
出
し
て
干
鱈
・
鱈
肝
油
を
輸
入
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ

ら
を
さ
ら
に
輸
送
船
に
転
売
し
て
利
益
を
上
げ
、
一
方
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド

ラ
ン
ド
に
は
代
理
人
を
送
り
込
ん
で
「
ス
ト
ア
」
を
開
設
、
ラ
ム
酒
・
タ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

コ
・
砂
糖
な
ど
の
小
売
り
を
通
じ
て
、
経
済
の
末
端
ま
で
浸
透
し
た
。
さ
ら

に
は
代
理
人
が
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
働
き
口
を
紹
介
す
る
と
い
う

か
た
ち
で
、
船
員
・
漁
師
の
引
抜
き
を
お
こ
な
い
、
マ
ン
パ
ワ
ー
す
ら
輸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
対
象
と
し
て
、
大
方
の
蟹
蜷
を
か
っ
た
の
で
あ
る
。
史
料
に
よ
れ
ば
、

「
以
前
、
ニ
ュ
…
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
漁
業
は
、
優
れ
た
船
員
を
育
て
る
場
で

あ
っ
た
が
…
…
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
来
る
商
人
た
ち
は
、
毎

年
…
…
多
く
の
最
も
優
秀
な
イ
ギ
リ
ス
人
漁
師
を
連
れ
出
し
、
こ
の
悪
習
が

　
　
　
　
⑭

広
ま
り
…
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
相

互
依
漏
仔
と
い
う
よ
り
も
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
が
「
大
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
O
お
鋒
貧
属
。
毛
国
づ
σ
q
冨
口
α
」
の
一
部
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑮

ン
ド
経
済
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
、
偏
っ
た
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
性
格
規
定
そ
の
も
の
に
根
ざ
し
た
も
の

で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
南
西
部
商
人
が
、
も
っ
ぱ
ら
漁
業
基
地
と
し
て
の

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
重
要
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
は
、
む
し
ろ
植
畏
地
・
定
住
地
と
し
て
の
そ
れ
に
、

重
要
性
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
商
人
の
認
識
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
が
、
帝
国
の
な
か
で
有
し
た
両
義
的

な
、
時
に
は
相
矛
盾
す
る
性
格
、
季
節
性
の
漁
業
基
地
／
定
住
植
民
地
と
い

う
二
重
の
機
能
の
反
映
な
の
で
あ
る
。
風
戸
・
で
は
、
こ
の
植
民
地
と
し
て
の

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
展
開
に
つ
い
て
、
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

①
　
H
慧
営
戸
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二
a
‘
的
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象
帖
b
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§
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お
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現
在
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ラ
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パ
ン
ク
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一
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世
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は
、

　
、
．
O
話
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し
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二
　
植
民
地
の
形
成
と
定
住
人
口

定
住
植
民
地
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開

ボナヴィスタ岬
〆イクスプロ似1、

レッド・インディアン澗

コンセプション

セントジョンズ

　　　アヴァロン半島W　．’lr－u一　ew．．

トレパシー

み議　
O

　　　　　ポイント・

　　　　　　　リッチ‘
　　　　　　　　　　・，辱
センい　　　　

1
；

　　　　　　　　　：
V一レンス鴇　　監

　　　　　　　　押
　　　　　　　　ts
　　　　　　　園辱ρρ

噂6

2

な
　
β
・
．鵤

〆
　
岬

　
　
　
　
、
，
、
’
亀
鴫
．
イ

　
　
　
　
　
　
レ

ミ夘ン嘯ｵ誇‘。シ珍
　サンピエ・一w一ル島

を
示
し
た
の
か
。
本
章
で
は
、
初
期
の
植
民
計
画
、
政
府
の
対
植
民
政
策
と

南
西
部
商
人
と
の
関
係
、
実
際
の
定
佐
・
植
民
の
状
況
、
イ
ギ
リ
ス
人
以
外

の
入
植
者
や
原
住
畏
、
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ

　　　　　1713年以前のイギリスの勢力範囲

　　　　　1713年以降の「フランス海∫緊」

　…一一…・一フランス独自の解釈がえによる「フランス海岸」の延長

　　　　　ミクロン島，サンピエール島は，1763年以降，フランス領

（1’larris，　C．，　“France　in　Nortli　America；’　in　Mitchell，　R．D．　＆r　GroveE，

P・A・，e（ls・，」＞orth　A7ne7ica：Tlte　I－listorical　Geo8ra♪hツ。ゾaChaoigifig

Continent　（’1’otowa，　1　」，　1987），　p．　87　；　Mcllwraith，　T．F，，　“　Britlsh　North

America，　1763－1867，”　in　ibid．，　pp．　228－229；　XVhiteley，　Vi’．H．　“James

Coolc　and　British　1）olicy　in　the　Newfoundland　Fisheries，　1763－Z”

Canadian　／－listorica．1　Revi・ew，　54　（1973），　pp．　246，　247，　250，　251；Davies，

OP。　cit・，　PP．67，68，74，75　よりf／i三成）

ス
人
の
漁
業
活
動
は
、
も
っ
ぱ
ら
ア
ヴ
ァ
ロ
ソ

半
島
に
集
中
し
て
い
た
が
（
図
3
）
、
そ
れ
は
こ

の
地
に
、
初
期
の
植
民
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
と

無
関
係
で
は
な
い
。
一
七
世
紀
初
頭
、
南
西
部

一
間
人
は
ユ
ユ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
漁
…
業
・
貿
田
勿

に
特
化
し
は
じ
め
る
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
へ
の
櫨
民
活
動
が
開

　
　
　
　
　
　
　
①

始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
嚇
矢
は
、
一
六
一

〇
年
設
立
の
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
植
民

ロ
ン
ド
ン
。
ブ
リ
ス
ト
ル
会
社
び
O
鵠
侮
○
⇒

切
艮
舞
◎
囲
O
o
ヨ
℃
9
浮
望
｛
o
H
げ
財
①
勺
囲
即
昌
け
曽
諜
。
昌

o
h
劉
Φ
芝
隔
。
旨
巳
窪
q
」
で
、
こ
れ
は
、
南
西
部

絶
入
に
対
抗
す
べ
く
、
ロ
ン
ド
ン
、
ブ
リ
ス
ト

ル
の
商
人
が
出
資
し
て
コ
ソ
セ
ブ
シ
ョ
ソ
湾
岸

へ
の
植
民
を
は
か
っ
た
も
の
だ
が
、
食
料
自
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
め
ど
が
た
た
ず
、
十
年
余
り
で
失
敗
し
た
。
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一
六
一
七
年
か
ら
は
、
ボ
ル
テ
ィ
詣
、
ア
卿
G
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
が
ニ
ュ
ー
フ

ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
土
地
購
入
に
乗
り
幽
し
、
二
一
年
、
フ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
に

植
民
を
試
み
た
が
、
内
紛
等
も
あ
っ
て
軌
道
に
乗
ら
ず
、
結
局
、
北
米
の
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

部
、
メ
リ
…
ラ
ン
ド
植
民
地
の
建
設
に
転
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
、
一

六
二
二
年
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
へ
の
入
植
、
三
七
年
、
S
・
カ
ー
ク
に
よ
る

フ
逸
り
ー
ラ
ン
ド
の
再
植
民
な
ど
、
い
く
つ
も
の
植
民
が
試
み
ら
れ
、
「
六

七
五
－
七
七
年
の
セ
ン
サ
ス
で
は
、
三
〇
ヵ
所
以
上
の
入
植
地
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
う
ち
、
八
ヵ
所
は
　
家
族
の
み
、
二
四
ヵ
所
は
五
家

族
以
下
と
い
う
、
き
わ
め
て
心
許
な
い
も
の
で
、
い
ず
れ
も
安
定
し
た
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
唯
一
の
例
外
は
、
今
日
の
州
都
で
も
あ

る
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
で
、
対
仏
防
衛
の
た
め
一
六
九
七
年
に
要
塞
が
造
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

最
大
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
。
し
か
し
、
概
し
て
一
七
世
紀
の
入
植
は
、
き

わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
定
住
植
民
地
と
い
う
よ
り
も
、
や
は
り
、

季
節
性
の
漁
業
基
地
の
名
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
状
態
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
対
し
、
本
国
政
府
は
ど
の
よ
う
な

政
策
で
臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
総
督
で
す
ら
一
八
〇
七
年
以
前
は
夏
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

滞
在
し
て
い
た
と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
特
許
状
・
法
律
が
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン

ド
ラ
ン
ド
漁
業
お
よ
び
植
民
全
般
に
わ
た
っ
て
規
制
を
加
え
て
い
た
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
圧
力
団
体
と
し
て
の
南
西
都
商
人
の
利
害
も
、
少
な
か
ら
ず
投

影
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
六
三
四
年
に
出
さ
れ
た
特
許
単
一

ふ
つ
う
名
①
霧
⑦
議
O
げ
節
訴
。
触
と
呼
ば
れ
る
一
が
、
南
西
部
商
人
の
ニ
ュ

ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
で
の
漁
業
権
を
確
認
し
、
そ
の
改
訂
版
、
＝
ハ
六
一
年

の
特
許
状
が
、
島
へ
の
漁
民
の
定
着
を
陽
止
す
る
条
項
を
導
入
し
て
、
季
節

漁
業
と
競
合
す
る
恐
れ
の
あ
る
定
住
民
に
よ
る
漁
業
の
排
除
を
定
め
た
の
で

　
⑦

あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
短
期
不
況
で
、
南
西
部
商
人
が
危
機
感
を
募
ら
せ
て

い
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。
二
年
後
の
六
三
年
に
出
さ
れ
た
法
律
で
も
、
定
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

阻
止
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
六
七
五
年
の
新
し
い
特
許
状
で
は
、

か
な
り
強
い
反
定
住
条
項
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
第
二
〇
条
…
…
漁

業
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
、
漁
師
は
こ
の
地
（
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
）
に
残

っ
て
は
な
ら
な
い
」
、
「
第
＝
二
条
…
…
全
て
の
船
員
は
一
〇
月
末
日
以
降
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

残
る
こ
と
を
禁
止
す
る
」
。
ま
た
、
一
六
九
九
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
、
「
ニ

ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
貿
易
奨
励
法
」
、
俗
に
言
う
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ

ン
ド
法
」
で
は
、
以
後
、
一
七
七
〇
年
代
ま
で
続
く
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ

ン
ド
政
策
の
基
礎
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
定
住
民
の
存
在
自
体
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
増
加
を
抑
制
す
る
方
向
で
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
一
七
一
八
年
、
二
八
年
の
法
律
、
そ
し
て
一
七
七
五
年
制
定
の
「
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

リ
サ
ー
法
℃
巴
房
霞
げ
》
o
£
も
、
同
様
の
規
制
を
引
き
継
ぐ
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
反
定
倥
諸
法
鶏
賦
ω
霧
鉱
Φ
営
Φ
纂
8
訴
」
の
解
釈

を
め
ぐ
っ
て
は
、
研
究
者
の
問
で
意
見
の
対
立
が
あ
る
。
あ
る
研
究
者
は
、

本
国
政
府
は
、
南
西
部
商
人
の
利
害
を
背
景
と
し
て
、
明
確
な
定
住
阻
止
の
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政
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
当
地
で
の
役
人
・
行
政
機
関
の
不
備
の
た
め
う
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
機
能
せ
ず
、
定
住
植
民
地
化
が
進
ん
だ
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
当
に
こ
れ
ら
の
法
律
・
特
許
状
は
、
「
反
定
住
」
と
解
釈
す
べ
き
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
一
六
六
二
年
、
プ
ラ
セ
ン
シ
ア
へ

の
入
植
を
開
始
し
て
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
勢
力
と
の
対
抗
と
い
う
防
衛
上
の
意

味
か
ら
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
必
ず
し
も
本
国
人
の
入
植
を
阻
害
し
た
と

は
考
え
に
く
い
。
実
際
、
一
七
樵
軍
門
か
ら
一
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
フ
ラ

ン
ス
と
の
武
力
衝
突
が
生
じ
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
や
フ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
が
掠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

奪
さ
れ
る
事
態
も
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
ユ

ト
レ
ヒ
ト
条
約
後
も
、
決
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
一
方
、
南
西
部
商
人
も
、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
中
は
、
必
ず

し
も
全
面
的
に
入
植
反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ル
ー
ム
や
ボ
ー
ト

の
管
理
・
補
修
、
海
豹
な
ど
海
獣
の
捕
獲
と
い
っ
た
、
冬
場
に
不
可
欠
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

事
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
季
節
漁
業
の
補
助
と
し
て

の
仕
事
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
季
節
漁
業
と
競
合
す
る
定
住
民

漁
業
の
発
展
に
は
、
大
い
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
一
連
の
法
律
・
特
許
状
は
、
次
の

よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
国
政
府
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
反
定
倥
政
策
に
関
す
る
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
な
く
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
ゆ
え
、
必
ず
し
も
反
定
住
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
島
で
の
土
地
の
所

有
が
、
少
な
く
と
も
一
七
一
〇
年
代
以
降
、
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
ω
定
佐
の
拒
否
は
し
な
い
、
そ
し
て
②
定
住
阻
止
の
た
め

の
手
段
は
行
使
し
な
い
、
し
か
し
㈲
定
住
の
促
進
は
お
こ
な
わ
な
い
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

う
の
が
、
政
府
に
と
っ
て
の
一
連
の
法
律
の
意
味
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
対
仏
防
衛
の
必
要
性
と
季
節
漁
業
の
保
護
と
い
う
、
一
一
つ
の
足
場
に
立

っ
た
一
種
の
妥
協
策
で
あ
り
、
一
貫
し
た
実
効
あ
る
反
定
住
政
策
は
、
そ
こ

に
は
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
、
南
西
部
商
人
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
一
七
世
紀
、
い
ま
だ
定
住
が
小
規
模
で
、
定
住
民
漁
業
が
乗
発
達
な

段
階
で
は
、
む
し
ろ
彼
ら
を
利
用
し
、
冬
場
の
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
で
、
季

節
漁
業
の
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
不

況
期
や
、
大
規
模
な
入
植
を
除
け
ば
、
む
し
ろ
定
住
促
進
の
立
場
だ
っ
た
の

　
　
⑫

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
入
り
、
入
植
地
の
拡
大
、
定
住
民
漁
業
の

成
長
（
図
1
）
が
始
ま
る
と
、
季
節
漁
業
へ
の
脅
威
と
し
て
、
定
住
反
対
を

　
　
　
　
　
　
　
⑱

声
高
に
唱
え
始
め
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
圧
力
団
体
と
し
て
の
力
は
必
ず
し
も

大
き
く
な
く
、
政
府
の
政
策
に
そ
の
声
が
、
十
分
反
映
さ
れ
た
と
は
言
い
が

た
い
。
そ
し
て
一
八
世
紀
末
、
定
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
質
・
鐙
と
も
に
あ
る

程
度
充
実
し
、
定
住
斑
漁
業
も
季
節
漁
業
を
完
全
に
凌
ぐ
よ
う
に
な
る
と

（
図
1
）
、
ま
た
逆
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、
定
住
民
へ
の
食
料
・
物
資
の
供
給
、

定
倥
民
か
ら
魚
を
買
い
付
け
る
な
ど
、
定
住
民
栢
手
に
商
売
・
取
引
を
す
る

方
が
、
彼
ら
を
排
除
す
る
よ
り
も
有
利
と
み
て
、
定
住
賛
成
へ
と
鞍
替
え
す

110 （110）



帝国のなかのニェ・一ファンドランド（涌田）

　
　
　
　
⑲

る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
れ
で
は
、
実
際
の
定
住
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
、
ニ
ュ
…
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
人
口
静
態
に
関
す
る
デ
…
タ
は
、
他
の

北
米
植
民
地
と
比
較
し
て
も
、
か
な
り
豊
富
で
あ
る
。
例
の
一
連
の
法
律
や
、

総
督
が
冬
に
帰
国
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
セ
ン
サ
ス
が
採
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

通
商
拓
植
院
へ
報
告
書
が
送
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下

で
は
可
能
な
か
ぎ
り
数
蚤
デ
ー
タ
を
提
示
し
つ
つ
、
状
況
を
見
通
し
て
み
た

い
。
ま
ず
、
ニ
ェ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
人
口
成
長
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

冬
人
口
二
一
暮
虞
憎
。
や
巳
鋒
δ
p
と
夏
人
口
。
・
仁
ヨ
日
興
唱
。
℃
三
曽
試
。
ロ
と
に

分
け
て
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
史
料
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
冬
人
口
と

は
、
ω
戸
主
縫
ρ
の
叶
Φ
目
、
ω
男
性
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
ヨ
即
⇔
ω
①
H
く
ρ
p
け
（
一
五
歳

以
上
の
戸
主
の
子
供
も
含
む
）
、
㈲
婦
人
巳
陣
ω
ヰ
。
霧
（
戸
主
の
妻
お
よ
び
女

性
戸
主
）
、
㈲
女
性
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
≦
o
旨
撃
。
。
①
署
窪
け
（
㈹
以
外
の
成
人
女

性
全
て
で
、
一
五
歳
以
上
の
戸
主
の
子
供
も
含
む
）
、
㈲
子
供
（
一
五
歳
未
満

の
男
子
女
子
）
の
合
計
で
あ
り
、
夏
人
口
と
は
、
こ
の
冬
人
口
に
、
大
型
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

船
・
運
搬
船
の
乗
務
員
と
「
乗
客
」
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の

時
系
列
を
示
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
急
激
な

成
長
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
冬
入
口
を
定
住
人
口
と
考
え
て

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
定
住
人
口
、
三
佐
畏
の
定
義
が
問
題
と
な

る
。
冬
人
口
を
定
住
人
口
と
措
定
す
る
場
合
、
定
住
罠
に
は
大
き
く
分
け
て

二
種
類
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
本
来
の
意
味
で
の
定
住
民
、

す
な
わ
ち
恒
久
的
な
入
植
者
、
移
民
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、
一
時
的
な
定

侮
民
、
残
留
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
、
ω
運
賃
不
足
で
残
留
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
「
乗
客
」
、
②
二
年
以
上
の
年
季
契
約
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
③
二
、

三
年
の
み
、
漁
業
で
稼
ぐ
た
め
に
島
に
滞
在
し
て
い
る
者
、
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
特
に
ω
は
、
史
料
に
も
「
親
方
が
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
給
料
の
半
分

を
ラ
ム
酒
で
支
払
う
た
め
…
…
彼
ら
は
帰
り
の
運
賃
が
な
く
、
残
留
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
」
と
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
親
方
に
運
賃
の
支
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
と
ま
れ
、

る
の
は
、
本
来
の
意
味
で
の
定
住
民
狂
入
植
老
で
あ
り
、

図4　ニェーファンドラソドにおける
　　　人口成長

i
o

o

o

冬人口の回帰式
ユn（、V．P，）＝7．076一ト0．166T　　　　　　 ’

　　　　　（55．142）（10，240）　　　　　　　’

　　　　　R2＝Oa9（｝5　　　　　　　　　　　　’

　　　　　T：1－13α650・一ユ770・）∠

　　　　　　　　　　　　　　夏入口’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　，冬人ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　1

　　－P
！！ @　　冬入口／二人口

（％）

IOO

］90

80

70

1650 エ700 1750　1770
　　　（年代）

こ
こ
で
問
題
と
な

こ
れ
の
み
を
冬
人

　　（人）

14，000

10，000

5，000

（Wells，　oP，

Menard，　oP．

cit．　p．　330；

り計算作成）

cit．，　p．　47；　McCusl〈er　＆

eit．　p．　112；Davies，　op．

HCSP　（1792），　p，　237　，］i

111 （IZI）



19

　
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
ス
ケ
ー
ル

ー8
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1
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鷲
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図5　性比（男性／女性）
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ア
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ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
全
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、
自
由
成
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ス
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ー
ル

つ
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1
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冬型ロ

　　　一髪的定住民
　　　　　一N
　　　　l　7〈v
　　　．一　／一

　　1
　！　恒久的入植者
　1
ノ

一h．　一

菰ノ

1785（年）

1，000

17651745エ7ユ3　1725

（1－landcoclc，　oP．　cit．，　P．21　より作£成）

　　（人）

20，eoo

lo，eoo

5．000
　’

口
か
ら
抽
出
す
る
方
法
と
し
て
、
あ
る
研
究
者
は
　
2
x
（
「
婦
人
」
＋
「
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

サ
ー
ヴ
ー
ノ
ン
ト
」
）
＋
「
童
詩
」
　
と
い
う
式
を
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
性
比

（
図
5
）
が
圧
倒
的
に
男
性
に
偏
っ
て
い
る
た
め
、
安
定
し
た
家
族
の
形
成

到
恒
久
的
な
入
糖
の
鍵
を
握
る
の
は
、
男
性
で
は
な
く
女
性
で
あ
り
、
そ
の

成
人
女
性
の
数
を
二
倍
し
て
夫
婦
数
と
し
、
そ
れ
に
子
供
数
を
撫
え
た
も
の

な
の
で
あ
る
。
こ
の
式
に
従
っ
て
推
計
さ
れ
た
の
が
図
6
で
あ
る
。
冬
人
P

が
見
事
に
、
恒
久
的
な
入
植
者
と
一
時
的
な
定
住
民
に
分
離
さ
れ
、
わ
か
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
的
な
増
加
傾
向
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
で
は
こ
の
よ
う
な
慎
久
的
な
入
植
者
の
増
加
は
、
い
か
な
る
理
由

に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
ド
ラ
イ

漁
業
特
有
の
冬
場
の
仕
事
の
必
要
性
か
ら
、
「
乗
客
」
・
バ
イ
ボ
ー
ト
マ
ン
が

し
ぼ
し
ば
島
に
残
り
、
そ
の
ま
ま
結
婚
し
て
住
み
つ
く
、
と
い
う
パ
タ
ン
が

　
　
　
　
㊧

考
え
ら
れ
る
。
「
多
く
の
バ
イ
ボ
ー
ト
所
有
者
に
と
っ
て
、
冬
に
島
に
残
る

の
は
今
や
慣
習
と
な
っ
て
お
り
、
次
の
漁
期
に
備
え
て
ス
テ
ー
ジ
や
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
保
全
す
る
の
で
あ
る
」
。
入
植
者
の
出
自
の
研
究
に
よ
る
と
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
を
ひ
と
ま
ず
捨
象
す
る
な
ら
ば
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
へ
は
デ
ヴ
ォ
ン
シ

ャ
ー
南
部
か
ら
、
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
湾
へ
は
ド
ー
セ
ヅ
ト
シ
ャ
ー
、
サ
マ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヅ
ト
シ
ャ
ー
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
か
ら
主
に
移
民
・
入
植
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
入
植
と
漁
業
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
冬
人
癖
の
増
加
を
「
乗
客
」
数
の
動
き
で
説
明
す
る
回
帰
式
を
計
量

112 （112）



帯騒のなかのニューファンドランド（和田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

し
て
み
る
と
、
約
四
割
の
説
明
力
を
持
つ
こ
と
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
か
か
る
「
社
会
増
」
説
に
対
し
、
入
穂
者
の
「
自
然
増
」
と
い
う
、

人
口
学
的
要
因
を
強
調
す
る
立
場
も
あ
る
。
史
料
に
は
、
「
定
往
民
の
増
加

は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
ろ
う
と
し
な
い
『
乗
客
』
が
原
因
で
は
な
い
の
か
…
…

い
や
、
そ
う
で
は
な
く
、
定
住
民
の
自
然
増
馬
銭
霞
浮
雲
。
お
霧
①
が
原
因

な
の
だ
」
と
い
う
、
問
答
形
式
の
く
だ
り
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

自
然
増
が
、
は
た
し
て
一
七
・
一
八
世
紀
に
機
能
し
得
た
の
か
。
数
量
的
に

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
各
種
人
口
に
占
め
る
子
供
数
の
割
合

を
み
て
み
る
と
（
図
7
）
、
い
ず
れ
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

特
に
成
人
女
性
一
人
当
り
の
子
供
数
は
、
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
二
人
を
上

回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
統
計
に
現
わ
れ
る
「
子
供
扁
概
念
に
つ
い
て
、
疑

　
　
）
子
供
数
／
成
苗
女
性
の
ス
ケ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
　
工

　
　
人
5
　
4
　
3
　
2
　
1
　
0

　
　
（

pa　7　各種人口に占める子供数の割合

！糖騰／成人姓
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念
を
差
し
挾
む
研
究
者
も
い
る
。
こ
こ
で
の
「
子
供
」
は
、
女
性
が
産
ん
だ
自

然
増
分
で
は
な
く
、
統
計
上
の
調
整
の
た
め
、
多
数
の
男
性
成
人
労
働
力
を

含
ん
で
お
り
、
女
性
数
と
の
関
連
よ
り
も
む
し
ろ
、
男
性
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
関
連
の
方
が
強
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
を
数
董
的
に
調
べ
る

た
め
、
ω
男
性
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
子
供
、
②
婦
人
＋
女
性
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と

子
供
、
の
相
関
係
数
を
鼻
出
し
て
み
る
と
、
ω
○
・
七
九
七
、
②
○
・
七
二

三
、
と
ど
ち
ら
も
高
く
、
必
ず
し
も
は
っ
き
り
と
一
方
に
断
定
は
で
き
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
性
比
の
時
系
列
（
図
5
）
を
見
て
み
る
と
、

や
は
り
、
一
八
世
紀
半
ば
頃
か
ら
改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
自
然
増

に
よ
る
人
口
の
バ
ラ
ン
ス
化
の
影
響
を
晃
て
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
図
か
ら
は
ま
た
、
性
比
に
及
ぼ
す
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
影

響
も
明
瞭
で
あ
る
。
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
圧
倒
的
に
男
性
で
あ
る
た
め
、
彼
ら

を
除
く
自
由
成
人
の
み
で
は
か
な
り
バ
ラ
ン
ス
す
る
数
値
も
、
全
成
人
だ
と
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
悪
化
す
る
。
実
は
こ
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
こ
そ
、
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
人
口
成
長
の
最
大
の
不
安
定
要
因
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば

一
七
五
一
年
の
デ
ー
タ
で
、
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
の
人
口
の
減
少
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

八
四
％
を
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
サ
ー
ヴ

ァ
ン
ト
も
、
冬
人
口
の
平
均
世
帯
規
模
・
構
成
（
図
8
）
の
な
か
で
見
て
み

る
と
、
特
に
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
滅
少
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
一

七
七
五
年
は
約
三
人
で
、
一
六
七
五
年
の
お
よ
そ
三
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。

Z13 （エ13）
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こ
れ
に
伴
い
、
世
帯
規
模
自
体
も
縮
少
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
轍
郡
内

で
の
子
供
の
数
は
、
や
は
り
一
八
徴
紀
に
入
っ
て
か
ら
逆
に
上
昇
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
一
八
世
紀
に
は
、
あ
る
程
度
安
定
し
た
人
口
成
長
の
前
提
条
件
が

娼
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
デ
ー
タ
を
総
合
し
て

見
る
な
ら
ば
、
一
八
世
紀
、
特
に
半
ば
以
降
、
社
会
増
に
加
え
て
自
然
増
の

影
響
が
加
わ
り
、
嗣
世
紀
末
以
降
の
急
激
な
人
口
成
長
の
蓋
礎
づ
く
り
が
な

さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
八
世
紀
に
入
っ
て
増
加
し
は
じ
め

た
入
植
者
が
、
同
世
紀
の
半
ば
以
降
、
安
定
し
た
人
口
再
生
産
を
開
始
し
た
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
状
況
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
ニ
ェ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
定
住
植

民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
こ
の
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
の
内
容

に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
た
し
て
彼
ら
は

一
様
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
の
な
か
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

多
数
の
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
扁
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
と
い
う
こ
と
で
、
し
ば
し
ば
本
国
政
府
か
ら
敵
視
さ
れ
、
宗
教

上
の
規
制
や
特
別
税
の
強
要
な
ど
、
一
種
の
「
差
別
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

｝
方
彼
ら
の
一
部
も
、
忠
誠
の
調
い
を
拒
否
し
た
り
、
対
仏
戦
争
の
際
に
は

フ
ラ
ン
ス
軍
へ
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
本
国
政
府
に
尉
す
る
反
抗
の
姿
勢
を

示
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
一
七
二
ケ
年
以
前
に
は
、

島
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
が
、
以
後
、
主
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
南
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

部
か
ら
多
く
流
入
し
始
め
、
一
七
四
六
年
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
で
は
、
成
人

男
子
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
国
教
徒
二
穴
三
人
に
対
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
リ
ッ
ク
教
徒
三
一
一
人
と
い
う
報
告
や
、
一
七
六
五
年
の
史
料
で
「
定
住

民
の
う
ち
四
分
の
三
以
上
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
」

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
の
記
述
が
で
て
く
る
。
そ
し
て
一
八
世
紀
末
に
は
、
総
人
口
の
四
八
％
を

占
め
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
研
究
上
、
し
ば
し
ば
「
イ
ギ
ジ
ス
人
」
の
枠

組
み
の
な
か
に
埋
没
し
が
ち
と
は
い
え
、
彼
ら
独
自
の
行
動
様
式
の
鯉
明
は
、

今
後
の
諜
題
で
あ
ろ
う
。
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
の
内
部
構
成
に
ま
で
目
を
向
け
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
投
影
さ
れ
た
本
国
と
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
と
の
関
係
、
い
わ
ば
植
民
地
に
移
植
さ
れ
た
本
國
［
i
植
民
地
関
係

と
い
う
入
れ
子
構
造
が
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
の
入
植
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
き
た
が
、

こ
の
島
に
居
を
定
め
た
の
は
、
む
ろ
ん
、
彼
ら
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
当
聴
、
イ
ギ
リ
ス
と
植
民
地
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
フ

ラ
ン
ス
も
、
こ
の
地
に
植
民
し
、
漁
業
活
動
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
漁
港
・
貿
易
港
・
軍
事
拠
点
の
ブ
ラ
セ
ソ
シ
ア
を
足

掛
か
り
に
、
定
住
促
進
を
励
行
し
、
南
部
の
良
港
の
開
発
や
、
塩
の
本
国
か

ら
の
供
給
確
保
な
ど
、
経
済
活
動
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
敢
然
と
対
隠

し
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
ソ
女
王
戦
争
（
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
）
で
軍
事
的

敗
北
を
喫
し
、
一
七
｝
三
年
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
第
ご
二
条
で
ニ
ュ
ー
フ
ァ

ン
ド
ラ
ン
ド
の
領
有
権
を
放
棄
し
た
た
め
、
植
民
活
動
に
闘
し
て
は
、
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
終
止
符
を
打
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
だ
が
同
船
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
海

岸
男
H
魯
。
げ
ω
げ
。
器
」
で
の
漁
業
権
は
堅
持
し
（
図
3
）
、
や
が
て
こ
の
条
項

を
独
自
に
解
釈
が
え
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
海
岸
の
延
長
を
す
ら
お
こ
な
い
、
一

七
六
三
年
の
パ
リ
条
約
で
も
、
従
来
の
漁
業
権
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

プ
ラ
セ
ソ
シ
ア
は
、
大
部
分
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
立
ち
退
か
さ
れ
た
の
ち
、
イ

ギ
リ
ス
人
の
漁
業
が
奨
励
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
海

岸
も
、
必
ず
し
も
フ
ラ
ン
ス
の
独
占
権
を
設
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
人
漁
師
の
参
入
は
少
な
く
、
文
字
ど
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
フ
ラ
ン
ス
」
海
岸
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
漁
師
は

環
境
に
迅
速
に
適
応
し
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
と
の
密
貿
易
も
お
こ

な
い
つ
つ
、
か
な
り
の
漁
獲
最
を
あ
げ
て
い
た
（
表
3
）
。
史
料
で
も
、
対
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

漁
業
対
策
と
し
て
英
仏
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
と
っ

て
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
フ
ラ
ン
ス
人
漁
業
は
、
そ
の
実
態
以
上
に
、

常
に
脅
威
に
感
ず
る
存
在
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
最
後
に
、
い
ま
ひ
と
つ
の
重
要
な
存
在
、
原
住
民
に
つ
い
て
見
て
み

　
⑬

よ
う
。
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
原
住
民
は
、
レ
ッ
ド
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

と
も
呼
ば
れ
る
ベ
オ
タ
ヅ
ク
族
b
ご
8
出
自
。
犀
ω
で
、
北
米
で
最
初
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
と
接
触
し
た
部
族
で
あ
る
。
接
触
直
前
の
人
口
は
、
五
百
か
ら
二
万

表3　二r．　一一ファンドランドにおける

　　　英仏の漁業
　　　　（1765，1769－74年の平均）

船緻総・脚覇発・

　　　　　　
イギリス1　422

33，61s　1
663，284

フラン剤356
3g，187　i

355，756

（1－ICSP　（1766），　p．　44，　（1793），　p，　230，

（1792），　p，237　より言十3￥一Vr一成）

人
ま
で
様
々
な
推
計
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ

二
千
人
と
い
う
の
が
妥
当
な
数
値
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
人
口
が
、
三
段
階
の

ヅ
ロ
七
ス
を
経
て
、
消
減
す
る
。
第
一

段
階
は
、
エ
ハ
魚
島
初
頭
か
ら
一
六
一

二
年
ま
で
で
、
初
期
の
接
触
期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
多
少
の
交
流
も
試
み
ら
れ

た
が
、
一
六
コ
一
年
の
記
録
を
最
後
に
、

突
如
、
海
岸
部
か
ら
姿
を
消
し
、
内
陸
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部
へ
移
心
し
て
し
ま
う
。
以
後
、
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
が
第
二
段
階
と
な
る
。

イ
ギ
リ
ス
人
の
も
た
ら
し
た
病
気
が
移
住
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ク

ス
プ
ロ
イ
ツ
川
（
図
3
）
沿
い
の
内
陸
深
く
居
を
定
め
、
外
部
と
の
接
触
を

完
全
に
遮
断
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
八
世
紀
の
半
ば
以
降
、
イ
ギ
リ
ス

人
入
植
者
の
増
加
と
と
も
に
、
そ
の
内
陸
部
へ
の
侵
入
が
開
始
さ
れ
、
以
後
、

…
八
二
〇
年
代
の
絶
減
ま
で
が
、
第
三
段
階
と
な
る
。
植
民
地
政
府
・
総
督

の
方
針
と
し
て
は
、
可
能
な
限
り
平
和
共
存
を
希
求
し
た
の
で
あ
る
が
、
イ

ク
ス
プ
ロ
イ
ッ
川
沿
い
に
活
動
す
る
現
地
の
入
植
老
は
、
原
住
民
と
し
ば
し

ば
衝
突
を
繰
り
返
し
た
。
両
者
は
、
夏
に
は
川
で
の
鮭
漁
で
活
動
範
囲
が
重

な
り
、
冬
に
は
毛
皮
猟
が
、
原
住
民
の
カ
リ
ブ
ー
狩
り
と
ぶ
つ
か
る
な
ど
、

利
害
の
対
立
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
銃
を
持
た
な
い
原
住
民
は
、
次
第

に
不
利
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
量
減
の
原
因

に
つ
い
て
、
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
側
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
お
よ
び
そ
れ
と
組
ん

だ
ミ
ク
マ
ッ
ク
族
諸
ぎ
ヨ
9
8
を
非
難
し
、
こ
れ
が
後
に
通
説
化
す
る
こ
と

に
も
な
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
ミ
ク
マ
ッ
ク
族
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン

ド
に
は
定
期
的
に
渡
っ
て
き
て
、
ベ
オ
タ
ッ
ク
族
と
対
立
し
て
は
い
た
が
、

決
し
て
島
に
住
み
つ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
（
後
に
は
若
干
、
定
住
す
る

が
）
、
そ
の
拠
点
も
ベ
オ
タ
ッ
ク
族
の
居
住
地
域
と
は
離
れ
て
い
る
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
人
は
、
特
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
以
降
、
定
住
が
厳
禁
さ
れ
て
い
た

せ
い
も
あ
っ
て
、
内
陸
部
に
ま
で
は
入
っ
て
き
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
ベ
オ

タ
ッ
ク
族
の
絶
滅
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
轟
ユ
ー
フ
ァ
ソ
ド
ラ
ン
ド
開
発

の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
、
定
住
植
罠
地
化
が

も
た
ら
し
た
最
大
の
悲
劇
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
帝
園
の
な
か
の
二
訊

…
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
、
光
と
影
、
そ
の
両
面
を
伴
い
つ
つ
、
定
住
植
民
地

と
し
て
の
基
礎
を
、
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
初
期
の
植
民
に
つ
い
て
の
史
料
と
し
て
は
、
○
箆
ヨ
舛
§
辱
q
》
町
ひ
鳴
唱
．
一
町
メ

　
ま
た
、
O
聖
、
凶
霧
”
o
℃
■
9
梓
；
℃
℃
．
同
1
ω
．

　
②
　
O
o
鐸
O
；
．
．
露
6
裳
9
諏
。
≡
三
一
p
＆
O
o
コ
も
p
3
二
＞
Q
D
ε
（
ぴ
、
o
h
画
ゴ
ゆ
ω
書
－

　
6
。
a
び
Φ
諺
8
ρ
0
9
0
覧
N
画
コ
σ
q
＜
窪
盆
β
．
、
「
§
鳶
”
る
。
a
。
・
。
蝋
■
髄
い
。
昏
。
（
6
⑪
鱗
ソ

　
③
ご
p
〈
8
ω
㌧
o
㍗
9
陣
‘
℃
℃
．
轟
層
9

　
④
　
重
き
身
。
。
ぎ
。
や
．
9
け
こ
℃
℃
．
一
⑦
占
○
。
・

⑤
9
爵
三
ぎ
ρ
愚
■
ミ
こ
℃
℃
．
δ
㌧
嵐
…
∪
帥
≦
。
ρ
o
で
’
9
幹
噛
℃
・
Φ
O
・

⑥
蜜
。
謬
二
二
津
『
o
℃
．
。
津
9
㌧
℃
』
ミ
．

⑦
㎏
8
鶏
（
峯
蕊
y
や
G
。
叫
U
碧
δ
の
℃
o
℃
■
9
甘
‘
℃
．
O
・

⑧
毎
峯
℃
℃
ワ
守
。
。
．

⑨
　
ミ
鴇
（
H
謡
○
。
y
℃
や
○
っ
、
ρ

⑩
♂
ミ
．
㌔
℃
℃
し
昏
。
層
お
鴇
O
⇔
ノ
画
。
。
。
、
o
や
鼠
f
ワ
乙
憎

⑪
圃
算
ド

⑫
圏
く
’
諸
鴛
夢
。
♂
あ
の
主
張
（
一
σ
一
息
．
㌧
℃
・
屠
一
）
。

⑬
）
H
σ
置
こ
唱
や
鉱
く
、
×
く
…
○
乙
ヨ
ジ
o
P
§
．
織
、
こ
℃
℃
．
遷
－
卜
。
ρ

⑭
類
費
・
a
8
。
ぎ
。
℃
．
。
凶
件
二
や
一
。
。
旧
d
ρ
三
。
。
。
b
ワ
鼻
‘
署
．
偽
ゲ
毒

⑮
属
ぼ
血
こ
竈
■
鉱
ア
覧
く
．

⑯
團
銘
α
こ
や
ω
ω
轡

⑰
鑓
餌
a
8
。
ぎ
。
ワ
9
f
℃
「
H
。
。
…
u
碧
掃
ρ
o
℃
．
。
搾
”
や
ω
ω
。
。
「

⑱
肖
三
9
竈
’
ω
。
。
ω
る
ω
《
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⑲
口
帥
a
8
。
ぎ
。
や
鼻
‘
喝
藁
。
。
．

⑳
　
≦
Φ
＝
G
α
層
§
’
職
、
二
や
ホ
．
セ
ン
サ
ス
の
内
容
は
、
㌧
ミ
匙
‘
℃
℃
・
P
一
〇
・

⑳
　
ミ
鴇
（
ミ
露
ソ
署
・
b
。
も
。
8
島
⑦
9
匡
諺
阜
8
。
ぎ
。
℃
．
簿
．
’
唱
■
一
り
も
参
照
。

⑫
団
三
α
こ
や
じ
。
O
嚇
U
騨
く
δ
。
。
㌧
o
｝
》
・
皇
f
や
ω
ら
。
卜
。
9

⑯
　
寓
O
鴇
（
ミ
①
の
）
り
℃
．
念
．

⑧
鵠
帥
鼠
8
。
r
o
℃
．
鼻
‘
署
噛
ド
Φ
』
9

⑳
U
㊤
≦
㊦
。
・
㌧
o
℃
．
9
f
や
ω
き
噛
ぎ
巴
ρ
。
瓢
・
℃
§
．
ミ
．
”
唱
唱
．
メ
。
。
噛
鵠
p
無
興
蔭

　
σ
δ
o
ぎ
ノ
ぐ
漏
こ
之
ミ
ミ
臥
ミ
ミ
導
ミ
馬
、
ミ
口
恥
§
い
ミ
O
ミ
伊
ミ
誉
§
ミ
b
ミ
ミ
§
ヤ
ミ
ミ
、

　
殴
ぎ
O
O
ミ
§
馬
ミ
ミ
6
0
ミ
冠
註
（
↓
O
δ
葺
P
一
〇
Q
Q
⑩
）
噛
℃
．
ぴ
O
な
ど
。

⑯
竈
G
鴇
（
ミ
蕊
Y
や
ト
。
9

⑳
置
雪
曾
o
o
ぎ
。
ワ
9
け
こ
℃
で
「
齪
ム
伊

⑱
　
期
間
は
一
七
六
四
i
七
四
年
（
一
i
一
一
を
あ
て
る
）
、
「
乗
客
」
の
デ
ー
タ
は

　
緊
G
鴇
（
ミ
リ
ト
⊃
Y
℃
．
b
o
無
か
ら
と
っ
た
Q
決
定
係
数
○
。
四
一
一
、
回
帰
係
数

　
の
t
値
は
有
意
で
あ
る
。

⑳
衷
給
（
嵩
り
ω
）
リ
マ
訟
爬
噛

⑳
該
8
℃
”
6
謎
9
ご
〉
・
O
こ
．
．
〉
鑑
。
ユ
巴
ω
①
書
g
8
ぎ
瓢
冒
①
℃
8
嘗
護
。
胤

　
O
⑦
暮
『
鋤
じ
ご
。
塁
く
冴
欝
じ
ご
騨
ざ
一
〇
ま
山
Q
。
雪
M
、
”
h
昌
ツ
営
毒
凶
o
P
‘
う
ユ
こ
。
》
＆
こ
類
）
．

　
一
〇
悼
1
一
〇
刈
¶

⑳
期
間
は
一
七
四
九
－
五
一
年
、
　
一
七
六
四
－
七
四
年
。
デ
ー
タ
は
毎
G
硫
、

　
（
ミ
㊤
b
。
Y
や
b
。
。
。
メ

＠
冨
零
艮
δ
「
ω
o
コ
剛
。
や
。
搾
魑
マ
ざ
蒔

⑳
　
夏
人
日
六
、
二
三
三
人
中
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
四
、
〇
三
三
人
、
冬
人
口
四
、
五

　
八
八
人
中
、
サ
ー
ヴ
ァ
ソ
ト
ニ
、
六
四
九
人
（
デ
ー
タ
は
零
鴇
（
一
お
b
。
）
、
㍗

　
b
。
ω
ご
≦
2
冨
’
号
’
ミ
‘
℃
唱
．
心
メ
9
）
。

⑭
U
聖
、
8
ρ
o
｝
ソ
。
搾
㌧
同
）
ワ
．
曽
一
〇
る
合
．

⑳
一
σ
算
℃
℃
．
蚤
お
鎖
9
噌
乙
8
9
（
㌧
o
ワ
2
f
℃
ワ
い
。
ρ
。
。
9
ω
N
ω
も
。
噛
へ
静
伊

⑯
U
9
〈
δ
ρ
o
℃
■
9
け
こ
マ
も
。
、
蕊
’

⑳
　
零
硫
℃
（
嵩
①
O
y
℃
噛
お
。

⑱
＝
霧
α
8
。
ぎ
。
や
。
ξ
唱
．
ω
ω
．

⑳
9
α
§
財
9
ご
§
．
ミ
遥
電
」
卜
。
ム
黛
U
ρ
三
①
。
。
層
。
ワ
9
f
℃
幽
ソ
紹
ふ
憎

⑳
H
σ
凶
島
‘
署
。
爵
－
斧

＠
固
三
α
‘
℃
や
謡
－
o
。
9
≦
三
什
①
ぴ
ざ
．
．
圏
巳
①
。
。
O
o
o
に
ρ
邑
し
ご
二
男
。
・
7
℃
o
嵩
。
《
”
、
、

　
や
b
Ω
鰹
な
ど
。

⑫
亀
O
鴇
（
嵩
⑦
の
y
題
．
爵
糞

⑫
以
下
、
¢
℃
8
p
炉
｝
り
．
ω
．
噛
．
、
目
剛
δ
団
添
。
三
多
多
8
一
げ
。
h
二
お
し
σ
。
o
昏
琴
同
駐

　
o
断
窯
。
～
〈
h
o
き
α
冨
図
益
b
、
、
O
騎
蓉
様
ミ
蕊
三
身
“
o
識
ら
ミ
勘
馬
噂
鳶
さ
”
頓
Q
。
（
お
謡
）
に
よ

　
る
。
な
お
、
○
ざ
導
錠
。
静
。
ワ
職
馬
こ
℃
ワ
さ
。
ピ
舘
に
も
、
原
住
民
に
つ
い
て
の

　
記
述
が
あ
る
。

〔
付
記
〕
　
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
博
士
論
文
に
も
し
ば
し
ば
雷
撃
さ
れ
て
い
る
嵩
魯
鼻
ρ

　
O
‘
豪
偽
ミ
§
§
O
§
ミ
鳶
≧
…
§
§
ミ
§
野
鼠
9
£
、
起
蕎
ミ
、
恥
蝕
、
愚
馳
ミ
竃

　
（
↓
O
「
O
口
け
O
》
　
一
り
“
①
）
を
、
本
稿
脱
稿
後
、
入
手
し
た
。
い
く
つ
か
の
重
要
な
デ
ー

　
タ
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
む
ろ
ん
本
稿
と
の
整
合
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

　
む
し
ろ
強
力
な
証
左
と
い
え
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
一
七
よ
八
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
と
っ
て
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ギ
ラ
ン
ド

は
、
帝
国
の
な
か
に
お
い
て
機
能
し
、
常
に
帝
国
と
と
も
に
あ
っ
た
。
あ
だ

か
も
、
こ
の
島
原
産
の
水
中
作
業
犬
、
ニ
ュ
…
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
犬
の
ご
と

く
、
本
国
を
「
主
人
」
と
し
て
。
し
か
し
な
が
ら
、
季
節
漁
業
と
植
民
と
い

う
、
こ
の
島
の
持
つ
二
重
の
機
能
は
、
と
り
わ
け
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
、
そ

の
バ
ラ
ン
ス
を
徐
々
に
変
化
さ
せ
、
や
が
て
後
者
が
前
軍
を
圧
倒
し
て
ゆ
く
。
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も
ち
ろ
ん
、
従
来
ど
お
り
、
本
国
の
季
節
漁
業
に
は
貢
献
し
つ
つ
も
、
一
八

世
紀
策
以
降
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
定
住
植
民
地
と
し
て
着
実
な
発

展
を
遂
げ
、
帝
国
の
な
か
で
、
新
た
な
位
置
づ
け
を
獲
得
し
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。
一
八
五
五
年
に
は
自
治
植
民
地
へ
と
移
行
ル
、
一
世
紀
後
、
｝
九
四
九

年
に
は
、
玉
容
投
票
に
よ
っ
て
、
新
し
い
枠
組
み
た
る
カ
ナ
ダ
へ
、
同
等
な

連
邦
メ
ン
バ
…
・
第
十
番
目
の
州
と
し
て
、
図
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
（
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
講
師
　
池
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